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本集計は、令和７年産農畜産物に係る十勝管内23農業協同組合の取扱見込額について、農協ご
とに試算した概算値を集計したもの。

※１ 商系取扱高は含んでいない。
※２ 取扱高には、直接支払交付金、生乳生産者補給金を含むが、産地交付金、農業共済金支

払額は含まない。

２ 令和７年の概要

〇 農協取扱高は、耕種部門が減収したものの、畜産部門が増
収したことにより、３，８４６億円(前年比１０２％)。

〇 一方、近年、農業生産資材価格は取扱高の上昇率を上回っ
て推移しており、農業経営をとりまく情勢は依然厳しい。

◇耕種部門取扱高◇１,３７３億円(対前年比９３％［構成比３５.６％］)

本年は、６月から８月に高温少雨の気象が続いたことで、総じて作物の生育が平年より
早く進み、一部の作物で収量や品質に影響が生じた。
〇 小麦は、輸入小麦の価格動向等に伴う落札価格の低下や、登熟期間における高温少雨の影
響で製品歩留まりが低下したことなどから、前年比１６％減。

〇 豆類は、需給緩和により大豆の価格が低下している一方で、小豆、いんげんについては高
温少雨の影響で収量が減少したものの価格が堅調に推移したことから、全体では前年並。

〇 ばれいしょは、高温少雨の影響で小玉・二次成長が生じたことにより製品歩留まりが低下
したことや低ライマン価となったことなどから前年比４％減。

〇 てんさいは、作付面積や根中糖分が前年をやや下回ったほか、高温少雨の影響等で収量が
低下したことから前年比１６％減。

〇 野菜は、一部で作付面積の減少や高温少雨による影響が見られたものの、価格が堅調に推
移したことなどから前年比４％増。

◇畜産部門取扱高◇２,４７３億円(対前年比１０８％［構成比６４.４％］）

〇 酪農は、前年を上回る生乳生産を維持するとともに、２度にわたり乳価が上昇したことな
どから、前年比６％増。

〇 肉用牛は、枝肉価格や素牛取引価格が持ち直しつつあることから、前年比１１％増。

１ 考え方

３ 取扱高集計結果
（単位：億円、％）

取扱高 構成比 取扱高 構成比 増減額 前年比
300 7.8 356 9.4 △ 56 84
250 6.5 251 6.7 △ 1 100
313 8.1 326 8.6 △ 13 96
238 6.2 282 7.5 △ 44 84
267 6.9 257 6.8 10 104

5 0.1 4 0.1 1 125
1,373 35.6 1,476 39.1 △ 103 93
1,664 43.3 1,563 41.5 101 106
1,516 39.4 1,435 38.1 81 106

748 19.5 674 17.9 74 111
51 1.3 49 1.3 2 104
10 0.3 8 0.2 2 125

2,473 64.4 2,294 60.9 179 108
3,846 100.0 3,770 100.0 76 102

※　取扱高は税抜き。

総合計

畜
産

酪 農
生 乳

肉 用 牛
豚 ・ 鶏
そ の 他
小 計

耕
種

麦 類
雑 穀 ・ 豆 類
馬 鈴 し ょ
て ん 菜
野 菜
そ の 他
小 計

区分
前年対比令　和　７　年　概　算 令　和　６　年　概　算



４ 農業生産資材価格の動向

◇近年、農業生産資材価格は、取扱高を上回る上昇率で推移

〇 生産資材価格は、原料価格の上昇や為替相場、物価の上昇などの影響で、肥料や飼料など

ほぼ全ての項目で高止まりしている状況。

＜主な資材価格の令和２年対比＞

農業生産資材計 ２４％増（前年比３％増）

・肥料 ４０％増（前年比２％増）

・飼料 ３８％増（前年比２％減）

・農薬 １７％増（前年比２％増）

・建築資材 ４０％増（前年比２％増）

農協取扱高（十勝管内）と上昇率 （単位：億円、％）

令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年
参考

R7/R6対比

3,456 3,735 3,494 3,573 3,770 3,846 －

100.0 108.1 101.1 103.4 109.1 111.3 102.0

農業生産資材価格の上昇率（令和２年対比） （単位：％）

令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年
前年比
(R7/R6)

100.0 106.7 116.6 121.3 120.6 123.8 102.7

肥料 100.0 102.7 130.8 147.0 136.9 140.0 102.2

飼料 100.0 115.6 138.0 145.7 140.5 138.1 98.3

農業薬剤 100.0 100.2 102.9 112.9 114.8 116.9 101.8

建築資材 100.0 113.0 133.3 137.2 137.0 139.5 101.8

出典：農林水産省「農業物価統計」
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